
 

 

 

 

 正極点処理のためのβ方向データが同じＡｓｃデータを作成する 

 ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅｔｏＳＭＡｓｃソフトウエア 

 Ver1.0２M 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１６年０９月２２日 

     HelperTex Office 

      

    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

 

 



修正履歴 

 

Ver1.01 2013/06/27 多項式近似の場合、Real ファイル作成時のデータまるめで 64bitＣＰＵ不良修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 本ソフトウエアは、正極点処理のｒａｎｄｏｍファイルで指定するＡｓｃファイルを作成する目的で 

   作成された。 

   ｒａｎｄｏｍ試料測定結果のバックグランド除去を行い、β軸方向のデータの平均値から 

   α軸方向のプロファイルを計算し、β軸方向に同じデータを拡張したＡｓｃ極点図を計算する。 

 

正極点処理では、測定スピードやＦＴ時間が、ｒａｎｄｏｍデータと被検データは同じとして処理される

ため、予め、ｋｏｕｎｔ－＞ｃｐｓ変換が必要になる。 

 

処理の手順 

１）ＲａｗデータをＡｓｃデータに変換 

  ｒａｎｄｏｍデータと被検データを変換する。 

２）ｃｐｓ単位のＡｓｃデータに変換 

ｒａｎｄｏｍデータは、ODFPoleFigure2 ソフトウエアでバックグランド処理するので、 

ｃｐｓ単位のＡｓｃのＡｓｃファイルが作成される。 

被検データもｃｐｓデータに変換する。（ODFPoleFigure2 ソフトウエア） 

３）正極点処理でｄｅｆｏｃｕｓを含むデータ処理を行う。 

被検データｃｐｓ単位のＡｓｃを読み込む。 

スリット条件もｒａｎｄｏｍと被検データは同一であること。 

 

注意 

 ファイル名の先頭に指数を指定してください。 

 例えば、アルミニウムの場合、111-Al.Asc,200-Al.Asc の様に 

 

ソフトウエアの起動 

 C:¥bin¥PoleFigureAsctoSMAsc.jar ファイルをマウスでダブルクリック 

 

 ODFPoleFigure2->Tookit->MeasureDatatoASCTools->PoleFigureAsctoSMAsc 

  



ソフトウエアの使い方 

 

  複数の Aｓｃデータの選択  データを選択して個々に平均化の SET を行う。 

      

  

      

      β方向の平均値と更にα方向の平滑化の選択 

  β方向は同一データのＡＳＣファイルを作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．ｒａｗデータのＡｓｃ変換 

  

  

 Ａｓｃファイルが作成される。 

２．バックグランドを削除したＡｓｃファイルを作成 

  

 

 

 



 

 

  

 

 バックグランドが削除されたａｓｃファイルが作成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＡｓｃｔｏＳＭＡｓｃソフトウエアで、β軸方向が同じ強度のＡｓｃファイル作成 

 

 

 

 

で Profile を確認しながら、 

で、Average,<->Function を選択（SET）する。 

 

 

 



で変換を行う。 

 

 

 

以上で処理を終了 

４，５はＡｓｃデータの確認 

４．ODFPoleFigure2 ソフトウエアで確認 

 

 

５．正極点処理で確認 

 

 

 

 



 

 

 


